
議案第７３号  

 

債権の放棄について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１０号の規定によ

り、次のとおり市が有する債権を放棄することについて、市議会の議決を求め

る。 

  平成２７年１１月２７日提出 

市川市長  大 久 保  博    

 

記 

 

１ 放棄する債権の内容 

市川市保健医療福祉センターの設置及び管理に関する条例に基づく病院

使用料（個室の使用に係るものを除く。）及びこれに係る遅延損害金の支払

請求権 

２ 債務者ごとの放棄する当該病院使用料の額 

債務者Ｏ １,２８６,４７０円 

債務者Ｓ ２,１９２,９６０円 

３ 放棄の理由 

債 務 者 Ｏ 及 び

Ｓ 

民法第１７０条第１号による時効期間３年が満了し

たため。 

 



理  由 

 

  市川市保健医療福祉センターの設置及び管理に関する条例に基づく病院使

用料及びこれに係る遅延損害金について、民法第１７０条第１号による時効

期間３年の満了により今後の徴収が見込めないことから、これらの支払請求

権を放棄するため、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により提案す

るものである。 

 

 

 


